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　総評

・「消費者市民社会」という言葉はあまり知られておらず、聞いたことがあるのは2割程度。 
 

・将来の社会や地球環境をよくするために、日々の自分の行動に気を遣っている人は4割程度。女性は年齢が上がるにつれ意識が高まっていた。 
 

・普段の生活の中では「リサイクル」「物を大切にする」「省エネを意識した生活」など、環境へ配慮している人は多い。 

 反対に「フェアトレード」「持続可能な社会」などへの関心は低い。 
 

・普段の生活の中で、消費者市民社会にかかわる行動を意識している人は、年齢が高くなるにつれて多くなっている。 
 

・消費者生活相談窓口の認知はおよそ半分。機関別では「県民生活センター」「（市町の）消費生活センター」の順。 
 

・購入商品や利用サービスへの不満や被害有無については、男女とも40～50代で不満を感じている割合が高かったものの、全体では約3割程度。 

 不満の対象は商品やサービスの内容に関するものが6割を占めた。 
 

・不満や被害の相談相手としては家族・知人など身近な存在が4割程度で、「相談しない」人が最も多かった。 

 女性は家族、知人など身近な人に相談し、男性は誰にも相談しない傾向があることが見られた。 
 

・消費者教育については20代以下で受講経験があるが、全体では約1割。受講場所は高等学校7割・中学校5割の順。 

 受講内容としては「消費者に関わりの深い法律、制度」「悪質商法などの手口とトラブルへの対処方法」「消費生活に関するトラブルの相談窓口の役割や 

 利用方法」とトラブルに関する情報が上位を占めた。 
 

・消費者教育を受講者の7割が生活の役に立っていると答えている。 
 

・受けてみたい受講内容では「インターネット関連」「悪質商法対策」「クレジットカード関連」「食品関連」と続いた。 
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　総評

＜他の全国調査との比較＞ 
  

Q2.自分の行動次第で将来の社会や地球環境をよくすることができると意識して行動しているか 

 内閣府（2013）「消費者行政の推進に関する世論調査」「自身の消費行動が社会に与える影響に対する認識」によると、「ある」又は「どちらかといえばある」を選択

したのは21.7%、37.5%であり、全体で59.2%の人が自分の行動次第で将来の社会や地球環境をよくすることができると認識していた。性別では、男性は50％、女性

は60％を超えていた。 

しかし、Q2の結果を見ると、「自身の消費行動が社会に与える影響に対する認識」は全体で35.8%であり、男女共に30%台と静岡は低い傾向があることが分かった。 
  

Q4.「消費者生活相談窓口」認知 

 内閣府（2013）「消費者行政の推進に関する世論調査」によると、消費生活センター窓口を「知っている」と回答したのは81.7%、国民生活センター窓口は63.9%の人

が知っていた。しかし、Q4の結果を見ると、「知っている」が47.8%「知らない」が52.2%であり、認知度は低かった 
  

Q6.購入商品や利用サービスの不満や被害有無 

 消費者庁（2013）「消費者意識基本調査」によると、「消費者被害を受けた経験」は8.0%、「被害経験がない」と回答したのは92％であった。それに対し、静岡の調査

（Q6）では、「消費者被害を受けた経験」は4.4%、「被害経験がない」と回答したのは69.2%と全国調査に比べ被害経験は少なめであった。 
  

Q8.不満や被害の相談相手 

 消費者庁（2013）「消費者意識基本調査」によると、「家族、知人、同僚などの身近な人」と回答したのは47.2%であった。性別でみると、男性が32.8%、女性は59.7%

であり、女性の方が身近な人に相談する確率が高かった。静岡（Q8）においても、同様の結果が見られる。また、消費者庁（2013）「消費者意識基本調査」では、「商

品・サービスの提供元であるメーカー等の事業者」48.0%であったのに対し、静岡では6.3%と少なく、メーカー側に直接被害や不満を訴える消費者が少ないことが示

された。 
  

＜資料＞ 

・内閣府（2013）「消費者行政の推進に関する世論調査」 

 http://survey.gov-online.go.jp/h25/h25-shohisha/index.html 

・消費者庁（2013）「消費者意識基本調査」 

 http://www.caa.go.jp/adjustments/index_16.html 
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Q1. 「消費者市民社会」という言葉の認知

N=

全　体 360 21.7

男性計 180 24.4

　男性15－19才 30 30.0

　男性20代 30 30.0

　男性30代 30 20.0

　男性40代 30 23.3

　男性50代 30 16.7

　男性60代 30 26.7

女性計 180 18.9

　女性15－19才 30 23.3

　女性20代 30 16.7

　女性30代 30 20.0

　女性40代 30 13.3

　女性50代 30 23.3

　女性60代 30 16.7

※認知計＝「知っていた」+「聞いたことがある」

性
年
代
別

認
知
計

知っていた 

3.6 

5.0 

6.7 

16.7 

- 

3.3 

- 

3.3 

2.2 

6.7 

- 

3.3 

- 

3.3 

- 

聞いたことがある 

18.1 

19.4 

23.3 

13.3 

20.0 

20.0 

16.7 

23.3 

16.7 

16.7 

16.7 

16.7 

13.3 

20.0 

16.7 

知らなかった 

78.3 

75.6 

70.0 

70.0 

80.0 

76.7 

83.3 

73.3 

81.1 

76.7 

83.3 

80.0 

86.7 

76.7 

83.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

  

 「消費者市民社会」という言葉の認知は、全体では「知っていた」が3.6%、「聞いたことがある」は18.1%で、 

 認知計は21.7%であった。 性・年齢別に見ると、認知計は男性15-19才･20代が最も高く30.0%で、女性40代が最も低く13.3%であった、 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 
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Q2. 自分の行動次第で将来の社会や地球環境をよくすることができると意識して行動しているか

N=

全　体 360 35.8 38.9

男性計 180 33.9 37.8

　男性15－19才 30 26.7 30.0

　男性20代 30 23.3 40.0

　男性30代 30 36.7 46.7

　男性40代 30 33.3 36.7

　男性50代 30 43.3 40.0

　男性60代 30 40.0 33.3

女性計 180 37.8 40.0

　女性15－19才 30 30.0 46.7

　女性20代 30 23.3 43.3

　女性30代 30 23.3 60.0

　女性40代 30 40.0 33.3

　女性50代 30 46.7 36.7

　女性60代 30 63.3 20.0

※意識している計＝「意識して行動している」+「少し意識して行動している」

※意識していない計＝「まったく意識して行動していない」+「あまり意識して行動していない」

性
年
代
別

意
識
し
て

　
い
る
計

意
識
し
て

　
い
な
い
計

意識している 

5.0 

5.0 

6.7 

10.0 

3.3 

3.3 

3.3 

3.3 

5.0 

3.3 

6.7 

3.3 

10.0 

3.3 

3.3 

少し意識している 

30.8 

28.9 

20.0 

13.3 

33.3 

30.0 

40.0 

36.7 

32.8 

26.7 

16.7 

20.0 

30.0 

43.3 

60.0 

どちらでもない 

25.3 

28.3 

43.3 

36.7 

16.7 

30.0 

16.7 

26.7 

22.2 

23.3 

33.3 

16.7 

26.7 

16.7 

16.7 

あまり意識していない 

23.3 

20.0 

16.7 

30.0 

10.0 

13.3 

30.0 

20.0 

26.7 

33.3 

26.7 

50.0 

16.7 

20.0 

13.3 

まったく意識していない 

15.6 

17.8 

13.3 

10.0 

36.7 

23.3 

10.0 

13.3 

13.3 

13.3 

16.7 

10.0 

16.7 

16.7 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 自分の行動次第で将来の社会や地球環境をよくすることができると意識して行動しているかは、「意識している計」は35.8%、 

 「意識していない計」は38.9%で「意識している計」をやや上回った。  
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Q3. 普段生活の中で気をつけていること

N=360

1)地産地消を心がけている 44.7 26.7

2)フェアトレードの商品を買っている 11.4 53.1

3)環境に配慮した商品を買っている 33.9 26.4

4)本物を見極め、偽物に惑わされない買い物をしている 49.2 14.2

5)ゴミを減らし、再利用やリサイクルを行っている 60.3 11.1

28.1 23.3

7)食品廃棄物を出さないように工夫をしている 50.6 15.8

8)物を大切にし、できるだけ長く使っている 68.6 9.7

9)社会問題を解決するために、地域や職場で協働する 20.0 31.9

10)消費が環境、経済、社会に与える影響を考える習慣がある 26.9 26.9

11)省エネを意識した生活をしている 62.2 11.4

6)次世代のことを考え、持続可能な社会を
目指した生活をしている

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計よくあてはまる 

9.2 

2.5 

4.4 

10.6 

17.2 

5.6 

12.5 

27.2 

4.4 

4.7 

15.3 

少しあてはまる 

35.6 

8.9 

29.4 

38.6 

43.1 

22.5 

38.1 

41.4 

15.6 

22.2 

46.9 

どちらでもない 

28.6 

35.6 

39.7 

36.7 

28.6 

48.6 

33.6 

21.7 

48.1 

46.1 

26.4 

あまりあてはまらない 

14.7 

27.2 

15.6 

6.7 

6.1 

13.3 

8.3 

5.6 

15.3 

15.3 

6.1 

あてはまらない 

11.9 

25.8 

10.8 

7.5 

5.0 

10.0 

7.5 

4.2 

16.7 

11.7 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

  

 普段生活の中で気をつけていることで「あてはまる計」は、「物を大切にし、できるだけ長く使っている」が68.6%、 

 「省エネを意識した生活をしている」が62.2%、「ゴミを減らし、再利用やリサイクルを行っている」が60.3%、 

 「食品廃棄物を出さないように工夫をしている」が50.6%で、5割を上回っている。 

 一方で、「あてはまらない計」は「フェアトレードの商品を買っている」が53.1%で5割を上回っている。 
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Q3. 普段生活の中で気をつけていること　1)地産地消を心がけている

N=

全　体 360 44.7 26.7

男性計 180 40.6 27.8

　男性15－19才 30 33.3 36.7

　男性20代 30 30.0 30.0

　男性30代 30 33.3 40.0

　男性40代 30 40.0 23.3

　男性50代 30 53.3 16.7

　男性60代 30 53.3 20.0

女性計 180 48.9 25.6

　女性15－19才 30 26.7 43.3

　女性20代 30 30.0 40.0

　女性30代 30 43.3 26.7

　女性40代 30 50.0 16.7

　女性50代 30 63.3 20.0

　女性60代 30 80.0 6.7

※あてはまる計＝「よくあてはまる」+「少しあてはまる」

※あてはまらない計＝「あまりあてはまらない」+「あてはまらない」

性
年
代
別

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計よくあてはまる 

9.2 

6.7 

3.3 

3.3 

6.7 

10.0 

10.0 

6.7 

11.7 

6.7 

6.7 

6.7 

13.3 

10.0 

26.7 

少しあてはまる 

35.6 

33.9 

30.0 

26.7 

26.7 

30.0 

43.3 

46.7 

37.2 

20.0 

23.3 

36.7 

36.7 

53.3 

53.3 

どちらでもない 

28.6 

31.7 

30.0 

40.0 

26.7 

36.7 

30.0 

26.7 

25.6 

30.0 

30.0 

30.0 

33.3 

16.7 

13.3 

あまりあてはまらない 

14.7 

15.0 

10.0 

20.0 

13.3 

16.7 

13.3 

16.7 

14.4 

23.3 

20.0 

13.3 

10.0 

16.7 

3.3 

あてはまらない 

11.9 

12.8 

26.7 

10.0 

26.7 

6.7 

3.3 

3.3 

11.1 

20.0 

20.0 

13.3 

6.7 

3.3 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

  

 普段生活の中で気をつけていることの「1)地産地消を心がけている」を性・年齢別に見てみると、「あてはまる計」は女性60代(80.0%)、 

 女性50代(63.3%)、男性50代･60代（53.3%）の順で高く、高齢層が地産池消を心がけている傾向が見られる。 

 一方で、「あてはまらない計」は女性15-19才(43.3%)、男性30代・女性20代(40.0%)の順で高い。 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

- 7 -



Q3. 普段生活の中で気をつけていること　2)フェアトレードの商品を買っている

N=

全　体 360 11.4 53.1

男性計 180 12.8 48.9

　男性15－19才 30 23.3 43.3

　男性20代 30 6.7 53.3

　男性30代 30 3.3 63.3

　男性40代 30 10.0 53.3

　男性50代 30 23.3 36.7

　男性60代 30 10.0 43.3

女性計 180 10.0 57.2

　女性15－19才 30 16.7 63.3

　女性20代 30 6.7 63.3

　女性30代 30 6.7 66.7

　女性40代 30 6.7 56.7

　女性50代 30 6.7 50.0

　女性60代 30 16.7 43.3

※あてはまる計＝「よくあてはまる」+「少しあてはまる」

※あてはまらない計＝「あまりあてはまらない」+「あてはまらない」

性
年
代
別

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計よくあてはまる 

2.5 

2.2 

- 

3.3 

3.3 

3.3 

3.3 

- 

2.8 

3.3 

3.3 

3.3 

- 

3.3 

3.3 

少しあてはまる 

8.9 

10.6 

23.3 

3.3 

- 

6.7 

20.0 

10.0 

7.2 

13.3 

3.3 

3.3 

6.7 

3.3 

13.3 

どちらでもない 

35.6 

38.3 

33.3 

40.0 

33.3 

36.7 

40.0 

46.7 

32.8 

20.0 

30.0 

26.7 

36.7 

43.3 

40.0 

あまりあてはまらない 

27.2 

22.2 

13.3 

13.3 

20.0 

33.3 

20.0 

33.3 

32.2 

36.7 

23.3 

46.7 

26.7 

36.7 

23.3 

あてはまらない 

25.8 

26.7 

30.0 

40.0 

43.3 

20.0 

16.7 

10.0 

25.0 

26.7 

40.0 

20.0 

30.0 

13.3 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 普段生活の中で気をつけていることの「2)フェアトレードの商品を買っている」を性・年齢別に見てみると、「あてはまる計」は 

 男性15-19才・50代(23.3%)が高く2割を超えている。 

 一方で、「あてはまらない計」は女性30代(66.7%)、男性30代・女性15-19才・20代(63.3%)が6割を超えている。 
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Q3. 普段生活の中で気をつけていること　3)環境に配慮した商品を買っている

N=

全　体 360 33.9 26.4

男性計 180 28.3 27.8

　男性15－19才 30 33.3 33.3

　男性20代 30 3.3 36.7

　男性30代 30 16.7 43.3

　男性40代 30 40.0 16.7

　男性50代 30 40.0 13.3

　男性60代 30 36.7 23.3

女性計 180 39.4 25.0

　女性15－19才 30 43.3 30.0

　女性20代 30 26.7 40.0

　女性30代 30 30.0 40.0

　女性40代 30 43.3 16.7

　女性50代 30 33.3 13.3

　女性60代 30 60.0 10.0

※あてはまる計＝「よくあてはまる」+「少しあてはまる」

※あてはまらない計＝「あまりあてはまらない」+「あてはまらない」

性
年
代
別

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計よくあてはまる 

4.4 

3.3 

3.3 

3.3 

- 

3.3 

6.7 

3.3 

5.6 

10.0 

3.3 

6.7 

- 

6.7 

6.7 

少しあてはまる 

29.4 

25.0 

30.0 

- 

16.7 

36.7 

33.3 

33.3 

33.9 

33.3 

23.3 

23.3 

43.3 

26.7 

53.3 

どちらでもない 

39.7 

43.9 

33.3 

60.0 

40.0 

43.3 

46.7 

40.0 

35.6 

26.7 

33.3 

30.0 

40.0 

53.3 

30.0 

あまりあてはまらない 

15.6 

14.4 

6.7 

26.7 

20.0 

6.7 

10.0 

16.7 

16.7 

16.7 

23.3 

30.0 

13.3 

10.0 

6.7 

あてはまらない 

10.8 

13.3 

26.7 

10.0 

23.3 

10.0 

3.3 

6.7 

8.3 

13.3 

16.7 

10.0 

3.3 

3.3 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 普段生活の中で気をつけていることの「3)環境に配慮した商品を買っている」を性・年齢別に見てみると、「あてはまる計」は女性60代(60.0%) 

 が6割を超えており、最も高い。 

 一方で、「あてはまらない計」は男性30代(43.3%)、女性20代・30代(40.0%)が4割を超えている。 
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Q3. 普段生活の中で気をつけていること　4)本物を見極め、偽物に惑わされない買い物をしている

N=

全　体 360 49.2 14.2

男性計 180 48.3 13.9

　男性15－19才 30 40.0 26.7

　男性20代 30 36.7 3.3

　男性30代 30 36.7 30.0

　男性40代 30 53.3 13.3

　男性50代 30 66.7 3.3

　男性60代 30 56.7 6.7

女性計 180 50.0 14.4

　女性15－19才 30 46.7 23.3

　女性20代 30 33.3 20.0

　女性30代 30 46.7 16.7

　女性40代 30 50.0 13.3

　女性50代 30 53.3 6.7

　女性60代 30 70.0 6.7

※あてはまる計＝「よくあてはまる」+「少しあてはまる」

※あてはまらない計＝「あまりあてはまらない」+「あてはまらない」

性
年
代
別

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計よくあてはまる 

10.6 

8.3 

6.7 

6.7 

3.3 

13.3 

6.7 

13.3 

12.8 

16.7 

10.0 

16.7 

10.0 

13.3 

10.0 

少しあてはまる 

38.6 

40.0 

33.3 

30.0 

33.3 

40.0 

60.0 

43.3 

37.2 

30.0 

23.3 

30.0 

40.0 

40.0 

60.0 

どちらでもない 

36.7 

37.8 

33.3 

60.0 

33.3 

33.3 

30.0 

36.7 

35.6 

30.0 

46.7 

36.7 

36.7 

40.0 

23.3 

あまりあてはまらない 

6.7 

3.9 

3.3 

- 

10.0 

6.7 

3.3 

- 

9.4 

16.7 

6.7 

13.3 

10.0 

6.7 

3.3 

あてはまらない 

7.5 

10.0 

23.3 

3.3 

20.0 

6.7 

- 

6.7 

5.0 

6.7 

13.3 

3.3 

3.3 

- 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 普段生活の中で気をつけていることの「4)本物を見極め、偽物に惑わされない買い物をしている」を性・年齢別に見てみると、 

 「あてはまる計」は女性60代(70.0%)、男性50代(66.7%)、男性60代(56.7%）の順で高く、高齢層が高い傾向が見られる。 

 一方で、「あてはまらない計」は男性30代(30.0%)が3割と最も高い。 
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Q3. 普段生活の中で気をつけていること　5)ゴミを減らし、再利用やリサイクルを行っている

N=

全　体 360 60.3 11.1

男性計 180 53.9 14.4

　男性15－19才 30 43.3 20.0

　男性20代 30 26.7 23.3

　男性30代 30 46.7 23.3

　男性40代 30 56.7 6.7

　男性50代 30 66.7 3.3

　男性60代 30 83.3 10.0

女性計 180 66.7 7.8

　女性15－19才 30 56.7 16.7

　女性20代 30 53.3 23.3

　女性30代 30 63.3 -

　女性40代 30 66.7 3.3

　女性50代 30 73.3 -

　女性60代 30 86.7 3.3

※あてはまる計＝「よくあてはまる」+「少しあてはまる」

※あてはまらない計＝「あまりあてはまらない」+「あてはまらない」

性
年
代
別

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計よくあてはまる 

17.2 

13.3 

16.7 

3.3 

3.3 

23.3 

20.0 

13.3 

21.1 

26.7 

13.3 

20.0 

16.7 

20.0 

30.0 

少しあてはまる 

43.1 

40.6 

26.7 

23.3 

43.3 

33.3 

46.7 

70.0 

45.6 

30.0 

40.0 

43.3 

50.0 

53.3 

56.7 

どちらでもない 

28.6 

31.7 

36.7 

50.0 

30.0 

36.7 

30.0 

6.7 

25.6 

26.7 

23.3 

36.7 

30.0 

26.7 

10.0 

あまりあてはまらない 

6.1 

7.8 

6.7 

20.0 

6.7 

3.3 

3.3 

6.7 

4.4 

10.0 

13.3 

- 

3.3 

- 

- 

あてはまらない 

5.0 

6.7 

13.3 

3.3 

16.7 

3.3 

- 

3.3 

3.3 

6.7 

10.0 

- 

- 

- 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 普段生活の中で気をつけていることの「5)ゴミを減らし、再利用やリサイクルを行っている」を性・年齢別に見てみると、「あてはまる計」は 

 男性60代(83.3%)、女性60代(86.7%)と60代がそれぞれ8割を超えており、高齢層ほど高い傾向が見られる。 

 一方で、「あてはまらない計」は男性20代・30代・女性20代(23.3%)、男性15-19才(20.0%)の順で高く、2割を超えている。 
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Q3. 普段生活の中で気をつけていること　6)次世代のことを考え、持続可能な社会を目指した生活をしている

N=

全　体 360 28.1 23.3

男性計 180 28.9 23.3

　男性15－19才 30 40.0 30.0

　男性20代 30 23.3 26.7

　男性30代 30 16.7 33.3

　男性40代 30 23.3 26.7

　男性50代 30 36.7 10.0

　男性60代 30 33.3 13.3

女性計 180 27.2 23.3

　女性15－19才 30 23.3 33.3

　女性20代 30 16.7 36.7

　女性30代 30 10.0 33.3

　女性40代 30 30.0 13.3

　女性50代 30 33.3 16.7

　女性60代 30 50.0 6.7

※あてはまる計＝「よくあてはまる」+「少しあてはまる」

※あてはまらない計＝「あまりあてはまらない」+「あてはまらない」

性
年
代
別

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計

よくあてはまる 

5.6 

5.0 

10.0 

6.7 

- 

6.7 

6.7 

- 

6.1 

10.0 

3.3 

3.3 

6.7 

3.3 

10.0 

少しあてはまる 

22.5 

23.9 

30.0 

16.7 

16.7 

16.7 

30.0 

33.3 

21.1 

13.3 

13.3 

6.7 

23.3 

30.0 

40.0 

どちらでもない 

48.6 

47.8 

30.0 

50.0 

50.0 

50.0 

53.3 

53.3 

49.4 

43.3 

46.7 

56.7 

56.7 

50.0 

43.3 

あまりあてはまらない 

13.3 

13.9 

10.0 

20.0 

16.7 

23.3 

6.7 

6.7 

12.8 

13.3 

20.0 

23.3 

6.7 

13.3 

- 

あてはまらない 

10.0 

9.4 

20.0 

6.7 

16.7 

3.3 

3.3 

6.7 

10.6 

20.0 

16.7 

10.0 

6.7 

3.3 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 普段生活の中で気をつけていることの「6)次世代のことを考え、持続可能な社会を目指した生活をしている」を性・年齢別に見てみると、 

 「あてはまる計」は女性60代(50.0%)、男性15-19才(40.0%)の順で高く、4割を超えている。 

 一方で、「あてはまらない計」は女性20代(36.7%)、男性30代・女性15-19才・女性30代(33.3%)、男性15-19才(30.0%)の順で高く、 

 男性15-19才は「あてはまる計」「どちらでもない」「あてはまらない計」がいずれも3～4割で意見が分かれている。 
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Q3. 普段生活の中で気をつけていること　7)食品廃棄物を出さないように工夫をしている

N=

全　体 360 50.6 15.8

男性計 180 47.8 17.8

　男性15－19才 30 43.3 20.0

　男性20代 30 36.7 16.7

　男性30代 30 33.3 30.0

　男性40代 30 43.3 20.0

　男性50代 30 63.3 6.7

　男性60代 30 66.7 13.3

女性計 180 53.3 13.9

　女性15－19才 30 30.0 36.7

　女性20代 30 60.0 13.3

　女性30代 30 46.7 13.3

　女性40代 30 53.3 6.7

　女性50代 30 56.7 10.0

　女性60代 30 73.3 3.3

※あてはまる計＝「よくあてはまる」+「少しあてはまる」

※あてはまらない計＝「あまりあてはまらない」+「あてはまらない」

性
年
代
別

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計よくあてはまる 

12.5 

9.4 

10.0 

6.7 

10.0 

10.0 

10.0 

10.0 

15.6 

16.7 

6.7 

10.0 

16.7 

16.7 

26.7 

少しあてはまる 

38.1 

38.3 

33.3 

30.0 

23.3 

33.3 

53.3 

56.7 

37.8 

13.3 

53.3 

36.7 

36.7 

40.0 

46.7 

どちらでもない 

33.6 

34.4 

36.7 

46.7 

36.7 

36.7 

30.0 

20.0 

32.8 

33.3 

26.7 

40.0 

40.0 

33.3 

23.3 

あまりあてはまらない 

8.3 

7.8 

3.3 

10.0 

10.0 

6.7 

6.7 

10.0 

8.9 

20.0 

6.7 

10.0 

6.7 

10.0 

- 

あてはまらない 

7.5 

10.0 

16.7 

6.7 

20.0 

13.3 

- 

3.3 

5.0 

16.7 

6.7 

3.3 

- 

- 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 普段生活の中で気をつけていることの「7)食品廃棄物を出さないように工夫をしている」を性・年齢別に見てみると、 

 「あてはまる計」は女性60代(73.3%)、男性60代(66.7%)、男性50代(63.3%)、女性20代(60.0%）の順で高く6割を超えている。 

 一方で、「あてはまらない計」は女性15-19才(36.7%)、男性30代(30.0%)の順で高く、3割を超えている。 
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Q3. 普段生活の中で気をつけていること　8)物を大切にし、できるだけ長く使っている

N=

全　体 360 68.6 9.7

男性計 180 69.4 10.6

　男性15－19才 30 53.3 23.3

　男性20代 30 60.0 3.3

　男性30代 30 73.3 20.0

　男性40代 30 73.3 10.0

　男性50代 30 66.7 3.3

　男性60代 30 90.0 3.3

女性計 180 67.8 8.9

　女性15－19才 30 56.7 20.0

　女性20代 30 63.3 10.0

　女性30代 30 83.3 3.3

　女性40代 30 70.0 6.7

　女性50代 30 53.3 6.7

　女性60代 30 80.0 6.7

※あてはまる計＝「よくあてはまる」+「少しあてはまる」

※あてはまらない計＝「あまりあてはまらない」+「あてはまらない」

性
年
代
別

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計よくあてはまる 

27.2 

23.9 

10.0 

20.0 

26.7 

36.7 

33.3 

16.7 

30.6 

23.3 

26.7 

36.7 

26.7 

26.7 

43.3 

少しあてはまる 

41.4 

45.6 

43.3 

40.0 

46.7 

36.7 

33.3 

73.3 

37.2 

33.3 

36.7 

46.7 

43.3 

26.7 

36.7 

どちらでもない 

21.7 

20.0 

23.3 

36.7 

6.7 

16.7 

30.0 

6.7 

23.3 

23.3 

26.7 

13.3 

23.3 

40.0 

13.3 

あまりあてはまらない 

5.6 

4.4 

10.0 

- 

3.3 

6.7 

3.3 

3.3 

6.7 

13.3 

6.7 

3.3 

6.7 

6.7 

3.3 

あてはまらない 

4.2 

6.1 

13.3 

3.3 

16.7 

3.3 

- 

- 

2.2 

6.7 

3.3 

- 

- 

- 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 普段生活の中で気をつけていることの「8)物を大切にし、できるだけ長く使っている」を性・年齢別に見てみると、 

 「あてはまる計」は男性60代(90.0%)、女性30代(83.3%）、女性60代(80.0%)が8割を超えており、60代が高い傾向となっている。 
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Q3. 普段生活の中で気をつけていること　9)社会問題を解決するために、地域や職場で協働する

N=

全　体 360 20.0 31.9

男性計 180 20.6 29.4

　男性15－19才 30 23.3 33.3

　男性20代 30 16.7 30.0

　男性30代 30 13.3 36.7

　男性40代 30 16.7 13.3

　男性50代 30 26.7 16.7

　男性60代 30 26.7 46.7

女性計 180 19.4 34.4

　女性15－19才 30 20.0 43.3

　女性20代 30 16.7 40.0

　女性30代 30 10.0 46.7

　女性40代 30 26.7 13.3

　女性50代 30 16.7 43.3

　女性60代 30 26.7 20.0

※あてはまる計＝「よくあてはまる」+「少しあてはまる」

※あてはまらない計＝「あまりあてはまらない」+「あてはまらない」

性
年
代
別

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計よくあてはまる 

4.4 

5.0 

- 

3.3 

- 

10.0 

13.3 

3.3 

3.9 

6.7 

- 

3.3 

6.7 

3.3 

3.3 

少しあてはまる 

15.6 

15.6 

23.3 

13.3 

13.3 

6.7 

13.3 

23.3 

15.6 

13.3 

16.7 

6.7 

20.0 

13.3 

23.3 

どちらでもない 

48.1 

50.0 

43.3 

53.3 

50.0 

70.0 

56.7 

26.7 

46.1 

36.7 

43.3 

43.3 

60.0 

40.0 

53.3 

あまりあてはまらない 

15.3 

13.3 

10.0 

16.7 

6.7 

10.0 

10.0 

26.7 

17.2 

23.3 

16.7 

30.0 

3.3 

20.0 

10.0 

あてはまらない 

16.7 

16.1 

23.3 

13.3 

30.0 

3.3 

6.7 

20.0 

17.2 

20.0 

23.3 

16.7 

10.0 

23.3 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 普段生活の中で気をつけていることの「9)社会問題を解決するために、地域や職場で協働する」を性・年齢別に見てみると、 

 「あてはまらない計」は男性60代・女性30代(46.7%)、女性15-19才・50代(43.3%）、女性20代(40.0%)の順で高く、4割を超えている。 
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Q3. 普段生活の中で気をつけていること　10) 消費が環境、経済、社会に与える影響を考える習慣がある

N=

全　体 360 26.9 26.9

男性計 180 26.7 29.4

　男性15－19才 30 23.3 40.0

　男性20代 30 20.0 23.3

　男性30代 30 10.0 43.3

　男性40代 30 30.0 23.3

　男性50代 30 36.7 20.0

　男性60代 30 40.0 26.7

女性計 180 27.2 24.4

　女性15－19才 30 26.7 36.7

　女性20代 30 16.7 30.0

　女性30代 30 23.3 30.0

　女性40代 30 23.3 10.0

　女性50代 30 23.3 26.7

　女性60代 30 50.0 13.3

※あてはまる計＝「よくあてはまる」+「少しあてはまる」

※あてはまらない計＝「あまりあてはまらない」+「あてはまらない」

性
年
代
別

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計よくあてはまる 

4.7 

4.4 

6.7 

6.7 

- 

6.7 

6.7 

- 

5.0 

6.7 

3.3 

6.7 

6.7 

3.3 

3.3 

少しあてはまる 

22.2 

22.2 

16.7 

13.3 

10.0 

23.3 

30.0 

40.0 

22.2 

20.0 

13.3 

16.7 

16.7 

20.0 

46.7 

どちらでもない 

46.1 

43.9 

36.7 

56.7 

46.7 

46.7 

43.3 

33.3 

48.3 

36.7 

53.3 

46.7 

66.7 

50.0 

36.7 

あまりあてはまらない 

15.3 

15.6 

13.3 

16.7 

16.7 

16.7 

13.3 

16.7 

15.0 

23.3 

13.3 

20.0 

6.7 

20.0 

6.7 

あてはまらない 

11.7 

13.9 

26.7 

6.7 

26.7 

6.7 

6.7 

10.0 

9.4 

13.3 

16.7 

10.0 

3.3 

6.7 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 普段生活の中で気をつけていることの「10) 消費が環境、経済、社会に与える影響を考える習慣がある」を性・年齢別に見てみると、 

 「あてはまる計」は女性60代(50.0%)が5割を超えている。 

 一方で、「あてはまらない計」は男性30代(43.3%)、男性15-19才(40.0%)の順で高く、4割を超えている。 
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Q3. 普段生活の中で気をつけていること　11) 省エネを意識した生活をしている

N=

全　体 360 62.2 11.4

男性計 180 58.9 13.9

　男性15－19才 30 60.0 20.0

　男性20代 30 30.0 20.0

　男性30代 30 40.0 26.7

　男性40代 30 73.3 6.7

　男性50代 30 73.3 3.3

　男性60代 30 76.7 6.7

女性計 180 65.6 8.9

　女性15－19才 30 50.0 23.3

　女性20代 30 53.3 13.3

　女性30代 30 70.0 6.7

　女性40代 30 70.0 -

　女性50代 30 66.7 6.7

　女性60代 30 83.3 3.3

※あてはまる計＝「よくあてはまる」+「少しあてはまる」

※あてはまらない計＝「あまりあてはまらない」+「あてはまらない」

性
年
代
別

あ
て
は
ま
る
計

あ
て
は
ま
ら
な
い
計よくあてはまる 

15.3 

12.8 

- 

3.3 

16.7 

16.7 

23.3 

16.7 

17.8 

16.7 

6.7 

16.7 

10.0 

23.3 

33.3 

少しあてはまる 

46.9 

46.1 

60.0 

26.7 

23.3 

56.7 

50.0 

60.0 

47.8 

33.3 

46.7 

53.3 

60.0 

43.3 

50.0 

どちらでもない 

26.4 

27.2 

20.0 

50.0 

33.3 

20.0 

23.3 

16.7 

25.6 

26.7 

33.3 

23.3 

30.0 

26.7 

13.3 

あまりあてはまらない 

6.1 

6.7 

3.3 

13.3 

13.3 

3.3 

- 

6.7 

5.6 

10.0 

10.0 

6.7 

- 

6.7 

- 

あてはまらない 

5.3 

7.2 

16.7 

6.7 

13.3 

3.3 

3.3 

- 

3.3 

13.3 

3.3 

- 

- 

- 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 普段生活の中で気をつけていることの「11) 省エネを意識した生活をしている」を性・年齢別に見てみると、「あてはまる計」は 

 女性60代(83.3%)、男性60代(76.7%)、男性40代・50代(73.3%)、女性30代・40代(70.0%)の順で高く、7割を超えている。  
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Q4. 「消費者生活相談窓口」認知

N=

全　体 360

男性計 180

　男性15－19才 30

　男性20代 30

　男性30代 30

　男性40代 30

　男性50代 30

　男性60代 30

女性計 180

　女性15－19才 30

　女性20代 30

　女性30代 30

　女性40代 30

　女性50代 30

　女性60代 30

性
年
代
別

知っている 

47.8 

42.8 

40.0 

30.0 

26.7 

43.3 

56.7 

60.0 

52.8 

43.3 

33.3 

46.7 

40.0 

73.3 

80.0 

知らない 

52.2 

57.2 

60.0 

70.0 

73.3 

56.7 

43.3 

40.0 

47.2 

56.7 

66.7 

53.3 

60.0 

26.7 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

  

 「消費者生活相談窓口」の認知状況は、「知っている」が47.8%、「知らない」が52.2%であった。 

 性・年齢別に見てみると、「女性60代(80.0%)」「女性50代(73.3%)」「男性60代(60.0%)」の順で高く、男女共に50～60代が高い傾向となっている。 
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Q5. 「消費者生活相談窓口」認知機関

N=

静
岡
県

!

東
部
・

中
部
・
西
部

"

県
民
生
活
セ
ン
タ
$�

各
市
町
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
$�

消
費
者

ホ
$A

ト
ラ
イ
ン

県
弁
護
士
会
$�

県
司
法
書
士
会
$�

法
テ
ラ
ス

全　体 172 60.5 56.4 35.5 22.1 (%)
男性計 77 66.2 55.8 39.0 20.8
　男性15－19才 12 58.3 41.7 58.3 25.0
　男性20代 9 44.4 55.6 33.3 22.2
　男性30代 8 75.0 37.5 37.5 12.5
　男性40代 13 69.2 53.8 23.1 23.1
　男性50代 17 94.1 58.8 47.1 17.6
　男性60代 18 50.0 72.2 33.3 22.2
女性計 95 55.8 56.8 32.6 23.2
　女性15－19才 13 61.5 46.2 38.5 -
　女性20代 10 60.0 50.0 50.0 30.0
　女性30代 14 42.9 64.3 28.6 7.1
　女性40代 12 75.0 41.7 25.0 33.3
　女性50代 22 54.5 50.0 36.4 36.4
　女性60代 24 50.0 75.0 25.0 25.0

性
年
代
別

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60% 

70% 

全 体 男性計 女性計 

  

 「消費者生活相談窓口」認知機関は、全体では「静岡県（東部・中部・西部）県民生活センター(60.5%)」、「各市町の消費生活センター(56.4%)」の順で高い。 

 男性計は「静岡県（東部・中部・西部）県民生活センター(66.2%)」が最も高く、女性計は「各市町の消費生活センター(56.8%)」最も高い。 
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Q6. 購入商品や利用サービスへの不満や被害有無

N=

全　体 360 30.8

男性計 180 30.6

　男性15－19才 30 23.3

　男性20代 30 23.3

　男性30代 30 20.0

　男性40代 30 40.0

　男性50代 30 40.0

　男性60代 30 36.7

女性計 180 31.1

　女性15－19才 30 23.3

　女性20代 30 20.0

　女性30代 30 26.7

　女性40代 30 43.3

　女性50代 30 46.7

　女性60代 30 26.7

※被害・不満計＝「被害にあったことがある」+「被害にはあわなかったが不満をもったことがある」

性
年
代
別

被
害
・
不
満

計

被害経験あり 

4.4 

3.9 

- 

6.7 

6.7 

- 

6.7 

3.3 

5.0 

- 

- 

6.7 

10.0 

10.0 

3.3 

被害経験なし、不満あり 

26.4 

26.7 

23.3 

16.7 

13.3 

40.0 

33.3 

33.3 

26.1 

23.3 

20.0 

20.0 

33.3 

36.7 

23.3 

被害経験なし、不満なし 

69.2 

69.4 

76.7 

76.7 

80.0 

60.0 

60.0 

63.3 

68.9 

76.7 

80.0 

73.3 

56.7 

53.3 

73.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

  

 購入商品や利用サービスへの不満や被害有無は、全体では「被害経験あり」が4.4%、「被害経験はないが、不満をもったことがある」は26.4%で、 

 「被害経験がある」と「被害経験はない、が不満を持ったことがある」の「被害・不満計」は30．8%であった。 

 性・年齢別に見ると、「被害・不満計」は男女いずれも40代・50代が4割を超えており、被害経験や不満ありが他の年代と比べて高い傾向が見られる。 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 
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Q7. 購入商品や利用サービスへの不満や被害内容

N=

商
品
や
サ
$�

ビ
ス
の
内
容

に
関
す
る
も
の
$�

偽
物
$�

欠
陥
品
$�

量
や
質
な
ど
$ 

商
品
や
サ
$�

ビ
ス
の
価
格

に
関
す
る
も
の
$�

優
待
価

格
が
ウ
ソ
だ
$7

た
な
ど
$ 

契
約
に
関
す
る
も
の
$�

契

約
履
行
さ
れ
な
い
不
当
な

条
件
付
き
だ
$7

た
な
ど
$ 

解
約
に
関
す
る
も
の
$�

高

額
な
キ
$B

ン
セ
ル
料
を
請

求
さ
れ
た
な
ど
$ 

販
売
方
法
に
関
す
る
も
の

$�

大
げ
さ
な
広
告
$�

し
つ

こ
く
勧
誘
さ
れ
た
な
ど
$ 

事
後
の
応
対
や
苦
情
へ
の

対
応
な
ど
$�

説
明
が
な

い
$�

対
応
が
遅
い
な
ど
$ 

架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐

欺
な
ど
詐
欺
的
な
行
為
に

関
す
る
も
の

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
も
の
$�

個
人
情
報

漏
え
い
の
被
害
な
ど
$ 

食
の
安
全
に
関
す
る
も
の

$�

産
地
や
原
材
料
の
偽

装
$�

異
物
混
入
な
ど
$ 

そ
の
他

全　体 111 63.1 12.6 8.1 2.7 12.6 10.8 5.4 15.3 9.0 1.8 (%)
男性計 55 61.8 14.5 10.9 1.8 16.4 7.3 7.3 18.2 5.5 1.8
　男性15－19才 7 57.1 - - - 14.3 - 28.6 14.3 - 14.3
　男性20代 7 42.9 28.6 28.6 - 14.3 14.3 - - 14.3 -
　男性30代 6 83.3 16.7 16.7 - 16.7 16.7 - - - -
　男性40代 12 41.7 25.0 16.7 8.3 41.7 - 8.3 41.7 8.3 -
　男性50代 12 66.7 16.7 8.3 - - 8.3 8.3 16.7 - -
　男性60代 11 81.8 - - - 9.1 9.1 - 18.2 9.1 -
女性計 56 64.3 10.7 5.4 3.6 8.9 14.3 3.6 12.5 12.5 1.8
　女性15－19才 7 85.7 14.3 - - - - - 28.6 - -
　女性20代 6 83.3 - 33.3 16.7 - 50.0 - - - -
　女性30代 8 62.5 25.0 - - 12.5 12.5 12.5 37.5 - -
　女性40代 13 76.9 15.4 - - 7.7 7.7 7.7 - 15.4 -
　女性50代 14 50.0 7.1 7.1 - 21.4 14.3 - 7.1 21.4 -
　女性60代 8 37.5 - - 12.5 - 12.5 - 12.5 25.0 12.5

性
年
代
別

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60% 

70% 全 体 男性計 女性計 

   サンプル数 30未満   

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

 購入商品や利用サービスへの不満や被害内容は、全体では「商品やサービスの内容に関するもの（偽物、欠陥品、量や質など）(63.1%)」が最も高い。 
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Q8. 不満や被害の相談相手

N=

家
族
$�

知
人
$�

同
僚
な

ど
の
身
近
な
人

各
市
町
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
$�

の
相
談
窓
口

静
岡
県
$�

東
部
・
中

部
・
西
部
$ 

県
民
生
活

セ
ン
タ
$�

の
相
談
窓
口

商
品
・
サ
$�

ビ
ス
の
提

供
元
で
あ
る
メ
$�

カ
$�

等
の
事
業
者

商
品
・
サ
$�

ビ
ス
の
勧

誘
や
販
売
を
行
う
販
売

店
$�

代
理
店
等

地
元
の
民
生
・
児
童
委

員
$�

ホ
$�

ム
ヘ
ル
パ
$�

な
ど
の
訪
問
介
護
の
関

係
者

弁
護
士
や
司
法
書
士

警
察

イ
ン
タ
$�

ネ
$A

ト
の
匿

名
掲
示
板
へ
の
書
き
込

み イ
ン
タ
$�

ネ
$A

ト
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
$�

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
な
ど
$ 

へ
の
書
き

込
み

上
記
以
外
の
人
や
機
関

な
ど

誰
に
も
相
談
し
た
り
$�

伝
え
た
り
し
な
か
$7

た

全　体 111 41.4 2.7 2.7 6.3 9.0 - 0.9 1.8 3.6 1.8 - 43.2 (%)
男性計 55 29.1 - 3.6 7.3 9.1 - - 1.8 5.5 1.8 - 52.7
　男性15－19才 7 28.6 - 28.6 - - - - - 14.3 - - 42.9
　男性20代 7 28.6 - - 14.3 28.6 - - - - - - 42.9
　男性30代 6 16.7 - - 16.7 - - - - - - - 66.7
　男性40代 12 41.7 - - 16.7 8.3 - - - 16.7 8.3 - 41.7
　男性50代 12 25.0 - - - 8.3 - - 8.3 - - - 58.3
　男性60代 11 27.3 - - - 9.1 - - - - - - 63.6
女性計 56 53.6 5.4 1.8 5.4 8.9 - 1.8 1.8 1.8 1.8 - 33.9
　女性15－19才 7 42.9 14.3 14.3 - - - - - - - - 42.9
　女性20代 6 33.3 - - - - - - - - - - 66.7
　女性30代 8 62.5 - - 12.5 25.0 - - - 12.5 - - 25.0
　女性40代 13 46.2 7.7 - 7.7 - - 7.7 7.7 - - - 30.8
　女性50代 14 42.9 7.1 - 7.1 21.4 - - - - 7.1 - 42.9
　女性60代 8 100.0 - - - - - - - - - - -

性
年
代
別

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60% 
全 体 男性計 女性計 

  

 不満や被害の相談相手は、全体では「誰にも相談したり、伝えたりしなかった(43.2%)」「家族、知人、同僚などの身近な人(41.4%)」の順で高い。 

 男性計は「誰にも相談したり、伝えたりしなかった(52.7%)」が最も高く、女性計は「家族、知人、同僚などの身近な人(53.6%)」が最も高い。 

   サンプル数 30未満   

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 
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Q9. 「消費者教育」受講有無

N=

全　体 360

男性計 180

　男性15－19才 30

　男性20代 30

　男性30代 30

　男性40代 30

　男性50代 30

　男性60代 30

女性計 180

　女性15－19才 30

　女性20代 30

　女性30代 30

　女性40代 30

　女性50代 30

　女性60代 30

性
年
代
別

はい 

9.7 

10.6 

40.0 

13.3 

- 

6.7 

- 

3.3 

8.9 

26.7 

16.7 

- 

- 

6.7 

3.3 

いいえ 

90.3 

89.4 

60.0 

86.7 

100.0 

93.3 

100.0 

96.7 

91.1 

73.3 

83.3 

100.0 

100.0 

93.3 

96.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

  

  「消費者教育」受講有無は、全体では「受講あり」が9.7%、「受講なし」は90.3%。 

 性・年齢別に見ると、男女いずれも10代の受講経験率が高い。 
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Q10.「消費者教育」受講場所

N=

保
育
園
・
幼
稚
園

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

短
大
・
大
学

職
域

地
域
$�

自
治
会
$�

公
民
館
$�

市
町
の

講
座
な
ど
$ 

家
庭

そ
の
他

全　体 35 2.9 11.4 48.6 71.4 5.7 5.7 14.3 5.7 2.9 (%)
男性計 19 - 5.3 42.1 63.2 5.3 10.5 15.8 - -
　男性15－19才 12 - 8.3 50.0 83.3 8.3 - - - -
　男性20代 4 - - 50.0 50.0 - - 25.0 - -
　男性30代 0 - - - - - - - - -
　男性40代 2 - - - - - 100.0 50.0 - -
　男性50代 0 - - - - - - - - -
　男性60代 1 - - - - - - 100.0 - -
女性計 16 6.3 18.8 56.3 81.3 6.3 - 12.5 12.5 6.3
　女性15－19才 8 12.5 25.0 87.5 100.0 - - - 12.5 -
　女性20代 5 - 20.0 40.0 80.0 20.0 - - 20.0 -
　女性30代 0 - - - - - - - - -
　女性40代 0 - - - - - - - - -
　女性50代 2 - - - 50.0 - - 50.0 - 50.0
　女性60代 1 - - - - - - 100.0 - -

性
年
代
別

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60% 

70% 

80% 
全 体 男性計 女性計 

  

「消費者教育」の受講場所は、全体では「高等学校(71.4%)」が7割を超えている。 

サンプル数30未満の参考値ではあるが、男性・女性いずれも高等学校が高く、10代、20代の若年層が多い。 

   サンプル数 30未満   

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 
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Q11.「消費者教育」受講内容

N=

消
費
者
に
関
わ
り
の
深
い

法
律
$�

制
度

消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
窓
口
の
役
割

や
利
用
方
法

悪
質
商
法
な
ど
の
手
口
と

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
方
法

ク
レ
ジ
$A

ト
利
用
法
な
ど

金
融
に
関
す
る
知
識

イ
ン
タ
$�

ネ
$A

ト

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
事
例

商
品
や
サ
$�

ビ
ス
の

安
全
性
や
リ
コ
$�

ル
情
報

食
品
の
安
全
性
や
食
品
表

示
制
度

消
費
者
市
民
社
会
の
構
築

に
つ
い
て
$�

フ
$?

ア
ト

レ
$�

ド
な
ど
$ 

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
・

サ
$�

ビ
ス
の
情
報
や

省
エ
ネ
な
ど
の
実
践
方
法

家
計
の
管
理
や
生
活
設
計

$�

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
$ 

に

つ
い
て
の
知
識

生
活
の
質
の
向
上
に

役
立
つ
衣
食
住
な
ど
に

関
す
る
知
識

全　体 35 60.0 51.4 62.9 42.9 45.7 51.4 48.6 28.6 31.4 17.1 31.4 (%)
男性計 19 68.4 47.4 63.2 31.6 52.6 52.6 42.1 36.8 42.1 15.8 26.3
　男性15－19才 12 83.3 50.0 66.7 33.3 66.7 50.0 50.0 33.3 33.3 16.7 25.0
　男性20代 4 25.0 25.0 50.0 - - 50.0 - 25.0 25.0 - 25.0
　男性30代 0 - - - - - - - - - - -
　男性40代 2 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 100.0 50.0 50.0
　男性50代 0 - - - - - - - - - - -
　男性60代 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 - -
女性計 16 50.0 56.3 62.5 56.3 37.5 50.0 56.3 18.8 18.8 18.8 37.5
　女性15－19才 8 62.5 37.5 75.0 75.0 50.0 62.5 62.5 12.5 25.0 25.0 50.0
　女性20代 5 60.0 60.0 80.0 60.0 40.0 20.0 20.0 20.0 - - -
　女性30代 0 - - - - - - - - - - -
　女性40代 0 - - - - - - - - - - -
　女性50代 2 - 100.0 - - - 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 100.0
　女性60代 1 - 100.0 - - - 100.0 100.0 - - - -

性
年
代
別

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 

60% 

70% 全 体 男性計 女性計 

   サンプル数 30未満   

  

「消費者教育」の受講内容は、全体では「悪質商法などの手口とトラブルへの対処方法(62.9%)」「消費者に関わりの深い法律、制度(60.0%)」が6割を超えている。 

サンプル数30未満の参考値ではあるが、男性計は「消費者に関わりの深い法律、制度(68.4%)」、女性計は「悪質商法などの手口とトラブルへの対処方法(62.5%)」 

が最も高い。 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 
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Q12.「消費者教育」が生活の中で役に立っているか

N=

全　体 35 74.3 11.4

男性計 19 73.7 10.5

　男性15－19才 12 75.0 16.7

　男性20代 4 75.0 -

　男性30代 0 - -

　男性40代 2 50.0 -

　男性50代 0 - -

　男性60代 1 100.0 -

女性計 16 75.0 12.5

　女性15－19才 8 100.0 -

　女性20代 5 40.0 40.0

　女性30代 0 - -

　女性40代 0 - -

　女性50代 2 50.0 -

　女性60代 1 100.0 -

性
年
代
別

役
立
$7

て
い
る
計

役
立
$7

て
い
な
い

計

とても役立っている 

20.0 

21.1 

25.0 

- 

- 

- 

- 

100.0 

18.8 

12.5 

20.0 

- 

- 

50.0 

- 

少し役立っている 

54.3 

52.6 

50.0 

75.0 

- 

50.0 

- 

- 

56.3 

87.5 

20.0 

- 

- 

- 

100.0 

どちらでもない 

14.3 

15.8 

8.3 

25.0 

- 

50.0 

- 

- 

12.5 

- 

20.0 

- 

- 

50.0 

- 

あまり役立っていない 

8.6 

10.5 

16.7 

- 

- 

- 

- 

- 

6.3 

- 

20.0 

- 

- 

- 

- 

まったく役立っていない 

2.9 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

6.3 

- 

20.0 

- 

- 

- 

- 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

  

 「消費者教育」が生活の中で役に立っているかは、全体では「とても役立っている」は20.0%、「少し役立っている」は54.3%で 

 「役立っている計」は74.3%と7割以上が役立っていると答えている。 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

   サンプル数 30未満   
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Q13.学んでみたい「消費者教育」のテーマ

N=

消
費
者
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わ
り
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法
律
$�

制
度
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費
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活
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す
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ラ
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方
法

悪
質
商
法
な
ど
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と
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ラ
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へ
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処
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法

ク
レ
ジ
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ト
利
用
法
な

ど
金
融
に
関
す
る
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識
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$�

ネ
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ト
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ブ
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関
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る
事
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商
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や
サ
$�
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ス
の
安

全
性
や
リ
コ
$�

ル
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報

食
品
の
安
全
性
や
食
品

表
示
制
度

消
費
者
市
民
社
会
の
構

築
に
つ
い
て
$�

フ
$?

ア

ト
レ
$�

ド
な
ど
$ 

環
境
に
配
慮
し
た
商

品
・
サ
$�

ビ
ス
の
情
報

や
省
エ
ネ
な
ど
の
実
践

方
法

家
計
の
管
理
や
生
活
設

計
$�

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
$ 

に
つ
い
て
の
知
識

生
活
の
質
の
向
上
に
役

立
つ
衣
食
住
な
ど
に
関

す
る
知
識

そ
の
他

特
に
学
ん
で
み
た
い
も

の
は
な
い

全　体 360 18.1 16.4 23.6 19.4 26.9 12.2 18.9 6.4 10.6 14.7 17.2 0.8 38.9 (%)
男性計 180 13.3 9.4 17.2 18.3 24.4 11.1 11.7 4.4 5.6 10.0 12.2 - 47.8
　男性15－19才 30 16.7 13.3 13.3 23.3 23.3 23.3 6.7 6.7 10.0 13.3 10.0 - 46.7
　男性20代 30 20.0 6.7 26.7 40.0 23.3 10.0 23.3 6.7 3.3 23.3 23.3 - 26.7
　男性30代 30 16.7 10.0 10.0 6.7 23.3 6.7 - - 3.3 6.7 13.3 - 56.7
　男性40代 30 3.3 6.7 13.3 3.3 13.3 3.3 10.0 3.3 - 10.0 6.7 - 63.3
　男性50代 30 6.7 13.3 26.7 20.0 33.3 16.7 16.7 6.7 10.0 6.7 6.7 - 40.0
　男性60代 30 16.7 6.7 13.3 16.7 30.0 6.7 13.3 3.3 6.7 - 13.3 - 53.3
女性計 180 22.8 23.3 30.0 20.6 29.4 13.3 26.1 8.3 15.6 19.4 22.2 1.7 30.0
　女性15－19才 30 30.0 23.3 30.0 26.7 26.7 16.7 23.3 13.3 13.3 16.7 23.3 - 30.0
　女性20代 30 23.3 13.3 26.7 16.7 30.0 16.7 23.3 6.7 13.3 20.0 13.3 3.3 40.0
　女性30代 30 26.7 33.3 40.0 20.0 26.7 13.3 30.0 6.7 16.7 23.3 20.0 - 30.0
　女性40代 30 26.7 26.7 26.7 20.0 26.7 6.7 26.7 6.7 16.7 30.0 23.3 - 26.7
　女性50代 30 20.0 20.0 26.7 16.7 40.0 10.0 26.7 6.7 20.0 13.3 20.0 3.3 30.0
　女性60代 30 10.0 23.3 30.0 23.3 26.7 16.7 26.7 10.0 13.3 13.3 33.3 3.3 23.3

性
年
代
別

0% 

10% 

20% 

30% 

40% 

50% 
全 体 男性計 女性計 

   全体＋5% 以上 
    
   全体－5% 以下 

  

学んでみたい「消費者教育」のテーマは、全体では「インターネットトラブルに関する事例(26.9%)」「悪質商法などの手口とトラブルへの対処方法(23.6%)」の順で高く、 

男性計では「「インターネットトラブルに関する事例(24.4%)」、女性計では「悪質商法などの手口とトラブルへの対処方法(30.0%)」が最も高い。 
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　回答者プロフィール（N=360）

【SC1.性別】 【SC3.未既婚】

【SC4.年齢】

【SC2.居住地域】

静岡市葵区 9.2% 富士宮市 3.6% 伊豆市 0.3%

静岡市駿河区 8.1% 伊東市 1.1% 御前崎市 0.8%

静岡市清水区 6.9% 島田市 1.1% 菊川市 1.1%

浜松市中区 9.4% 富士市 3.9% 伊豆の国市 1.1%

浜松市東区 4.4% 磐田市 4.4% 賀茂郡東伊豆町 0.3%

浜松市西区 5.0% 焼津市 3.1% 賀茂郡南伊豆町 0.3% 【SC5.職業】

浜松市南区 3.9% 掛川市 1.4% 田方郡函南町 0.8%

浜松市北区 2.5% 藤枝市 3.9% 駿東郡清水町 1.4%

浜松市浜北区 1.7% 御殿場市 1.7% 駿東郡長泉町 1.1%

浜松市天竜区 0.8% 袋井市 1.4% 駿東郡小山町 1.1%

沼津市 6.1% 下田市 0.3% 榛原郡吉田町 0.3%

熱海市 1.1% 裾野市 0.3% 周智郡森町 0.3%

三島市 4.7% 湖西市 1.1%

給料事務・研究職 
12.2% 

給料労務・作業職 
8.3% 

販売・サービス職  
12.5% 

経営・管理職 
 3.6% 

専門職・自由業 
8.1% 

商工自営業 
4.7% 

農・漁・林業  
 1.1% 

高校・高等専門学

校・高等専修学校  
10.0% 

大学・大学院・短

大・専門学校  
6.7% 

各種学校・予備校  
0.3% 

主婦 
 18.1% 

男性 
50.0%  

女性 
50.0%  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

未婚 
43.3%  

既婚 
56.7%  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

15-19才 
16.7%  

20代 
16.7%  

30代 
16.7%  

40代 
16.7%  

50代 
16.7%  

60代 
16.7%  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 
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